
第６学年 国語科学習指導案 

単元名 「なかよし班活動を企画しよう！」～目的や条件に沿って、聞き合おう～ 

教材名 「聞いて、考えを深めよう」～話の内容をとらえて、自分の考えをまとめよう～（光村図書 ６年） 

身に付けさせたい力 目的や条件に沿って相手の意見を聞き、最適解・納得解を見出す力 

思・判・表 A（１）エ 

 
６年１組 39 名 ２組 38 名 ３組 39 名 ４組 38 名 

 

１ 単元の目標 

・文と文との接続の関係、話の構成や展開について理解することができる。〔知・技〕（1）カ 

  ・話し手の目的や自分が聞こうとする意図に応じて、話しの内容を捉え、話し手の考えと比較しながら

自分の考えをまとめることができる。〔思・判・表〕A（１）エ 

・互いの考えを比較しながら進んで話を聞き合い、話し合いの目的や条件に沿って最適解・納得解を見

出そうとしている。〔学びに向かう力・人間性等〕 

 

２ 単元の評価規準 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

① 文と文との接続の関係、

話の構成や展開について

理解している。 

 

① 「話すこと・聞くこと」におい

て、話し手の目的や自分が聞こう

とする意図に応じて、話の内容を

捉え、話し手の考えと比較しなが

ら、自分や班としての考えをまと

めている。 

① 互いの考えを比較しながら進

んで話を聞き、話し合いの目

的や条件に沿った最適解・納

得解を見出そうとしている。 

 

３ 単元について 

（１）学習過程の工夫 【手立て①】  

 本学習ではまず、『話題に対して自分の立場とその理由を明確にして意見を述べ合う』という第５学年での

学びを確認してから学習を始める。今回の話題は、「なかよし班活動」の遊びを決定することである。「なか

よし班活動」の趣旨を単元の冒頭で確認し、活動のねらいに沿って意見を聞き合うことを児童に理解させる。

話し手や自分の意見が「なかよし班活動」の趣旨に合致しているかどうかを考えながら聞き合い、多様な考え

のもとで各班の最適解・納得解を見出すことをねらいとする。また本学習で学んだことを生かして、目的や条

件を明確にした話し合いを学級活動の中で行わせていく。 

 

 

（２）教材について 

「聞いて、考えを深めよう」は、「聞く」系列の学習である。話題に対して、話し手がどのように考えて

いるのか聞く経験を積む学習材である。今回の学習では、話し手が「なかよし班活動」の目的や遊びの条件

に沿って意見を述べ、その理由や事例として適切なものを挙げているかどうか考えながら聞くことが求めら

れる。そして、自分の意見と比較しながら、班活動の目的や遊びの条件に沿って互いの意見の中で共有でき

る部分を見つけ、「なかよし班活動」の趣旨に沿った最適解、班員の合意形成のもとで納得解を粘り強く見

出そうとする姿に期待したい。 

 

 

 

 

学 ぶ・使 う 生かす 

国語 

「どちらを選びますか」（第５学年） 

「聞いて、考えを深めよう」（第６学年） 

互いの意見を比較しながら聞き合い、聞き合った情

報が「なかよし班活動」の目的や条件に合致してい

るかどうか判断し、班としての最適解・納得解を見

出す。 

学級活動 

「なかよし班活動の計画を立てよう」 

年間の活動日程を確認することで活動の見通しを

もち、「なかよし班活動」の目的や条件に即した

活動内容を決定していく。 

 



４ 単元計画（全５時間） 

過

程 
時 学習活動 指導上の留意点 

評価規準 

評価方法等 

学
ぶ
「
ど
ち
ら
を
選
び
ま
す
か
」 

 

 

第

五

学

年 

 

 

 

〇自分の立場を明確にして、意見や理

由、根拠を伝え合う。 

〇互いに意見を伝え合うことを通し

て、立場によって同じ話題でも様々

な意見があることを学ぶ。 

 

 

 

・同じ話題でも、立場が異なれば

様々な意見をもつ人がいることに

気付かせる。 

 

使
う
「
聞
い
て
、
考
え
を
深
め
よ
う
」 

１ 

 

 

○課題を確かめ、学習の見通しをも

つ。【手立て①】学習過程の工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「なかよし班活動」の趣旨を共通

理解する。 

 

・単元の冒頭に、「なかよし班活

動」の企画をするという必要感の

ある話題を共有する。 

【手立て②】学んだことの意識づけ 

・前学年の既習事項を想起させ、学

習活動の中で使えるようにする。 

 

 

 

 

・児童にとって必要感のある話題を提

示し、主体的に意見をもてるように

する。 

・班員全員の親睦を深めたり、互い

の理解を深めたりするという活動

の目的・条件を共有する。 

 

 

２ 

 

 

○進行計画を立て、自分の考えをま

とめる。 

 

・司会、記録、計時などの役割を確

認し、計画的に話し合えるように

する。 

・過去の班活動の遊びを昨年度の活

動記録をもとに想起させ、どのよ

うな遊びが良いか一人ひとりが意

見をもてるようにする。 

ア－① 

イ－①（発

言・ワーク

シート） 

３ 

 

 

○手本動画を視聴して、意見の聞き

方のイメージをつかむ。 

〇意見の聞き方としてどのような態

度が大切か共有する。 

・手本動画を視聴させることで、ど

のような態度が学びを深めること

に寄与するかイメージできるよう

にする。 

 

４ 

本

時 

① 

○班員相互で意見を聞き合い、「な

かよし班活動」の趣旨に沿った活

動内容を決定する。 

・班員から出された意見の共通点や

相違点を考えさせることで、最適

解・納得解を模索できるようにす

る。 

・出された意見が班活動の目的や遊

びの条件に沿ったものかどうか検

討するように促す。 

イ－①（発

言・ワーク

シート） 

 

ウ－①（発

言・ワーク

シート） 

５ 〇話し合った結果や感想を共有し、

今後に生かしていけるように学習

の振り返りを行う。 

・話し合いを振り返り、身に付けた

力やこれから気を付けていきたい

ことを出し合い、今後に生かせる

ようにする。 

 

生
か
す 

「
学
級
活
動
」 

本

時

② 

○6 月 21 日のロング集会に向けた準

備を班ごとに進める。 

・国語の時間に決定した遊び案が、

班活動の趣旨に沿っているのかど

うかという視点を常にもたせるよ

うにする。 

 

「なかよし班」の企画をしよう 

～目的・条件に沿って意見を聞き合い、班ごとに活動内容を決定しよう～ 

夏休みの宿題をなくすべきか、残すべきか、様々な立場に立って話し合おう。 



５－１  本時①の学習（４／５時間目） 

（１）目標 

 「なかよし班活動」の目的や班遊びの条件に沿って意見を互いに聞き合い、活動内容を決定する。 

（２）展開 

 学習活動 ・予想される児童の反応 ＊指導上の留意点 ◆評価 

導

入 

１ 学習課題を確認する。 

 

 

 

２ 自分の「役割」や班活動の目的、班遊びの条

件を確認する。 

 

 

 

 

【手立て② 学んだことの意識づけ】 

＊班活動を決定する判断基準を再確認すること

で、意見を聞き合う際の視点を明確にさせる。 

展

開 

３ 互いの意見を比較しながら聞き合う。 

C：ぼくは「爆弾ゲーム」が良いと思います。

なぜなら、ルールが簡単で１年生も参加しや

すいと思うからです。 

C：「爆弾ゲーム」だと、互いのことを知ると

いう目的に合わないと思います。 

C：爆弾を受け取ってしまった人が、自己紹介

をするようにすれば、お互いを知ることにつ

ながると思います。 

 C：でも、「爆弾ゲーム」だと協力するという

ことがないから、関わりが少なくなるかも。 

 

４ 聞き合った意見をもとに、班員全員の合意で

班遊びの内容を決定する。 

 

 

５ 判断材料をワークシートに整理する。 

 

 

 

 

【手立て② 思考を促したり深めたりする工夫】 

＊話し手の意見が班活動の趣旨に沿っているかど

うかという視点で聴くように声をかける。 

＊話し手の意見と自分の意見を比較しながら聴く

ように声をかける。 

＊話し手の意見が記入されているワークシートに

自分の気づきを記入してみてもよいことを伝え

る。 

◆イ－①（発言・ワークシート） 

 話し手の意見と自分の意見を比較しながら聞き

合い、「なかよし班活動」の趣旨に沿って班と

しての考えをまとめている。 

◆ウ－①（発言・態度） 

話し手の意見に積極的に耳を傾け、自分の考え

と比較した上で、最適解・納得解を見出そうと

している。 

【手立て② 思考を促したり深めたりする工夫】 

＊決定した班遊びを選んだ判断材料をワークシー

トに書き出させる。 

 ＊書き出した判断材料が、「なかよし班活動」の

目的や班遊びの条件に沿ったものなのかどうか

考えさせる。 
ま 
と 
め 

６ 班活動の準備を進める見通しをもつ 【手立て① 学習過程の工夫】 

＊決定した班活動の詳細は、学級活動の時間で相

談していくことを伝える。 

 

 

（３）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「なかよし班活動」の目的や班遊びの条件に沿った遊びを決めよう 

「
聞
い
て
、
考
え
を
深
め
よ
う
」 

 

め
あ
て 

 

「
な
か
よ
し
班
」
の
目
的
や
班
遊
び
の
条
件
に

沿
っ
た
遊
び
を
決
め
よ
う
。 

 

「
な
か
よ
し
班
」
の
目
的 

 

・
異
学
年
同
士
で
仲
良
く
な
る
。 

・
班
員
同
士
の
よ
り
よ
い
人
間
関
係
づ
く
り 

・
上
学
年
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮 

 

〈
聞
き
合
い
の
極
意
〉 

 

① 

「
な
か
よ
し
班
」
の
目
的
に
沿
う 

② 

最
後
ま
で
。 

③ 

あ
い
づ
ち
・
表
情 

  

ふ
り
か
え
り 

 

〈
難
し
か
っ
た
〉 

・ ・ ・ ・ 

   

〈
良
か
っ
た
〉 

・ ・ ・ ・ 



５－２  本時②の学習（学級活動）  

（１）目標 

 国語の時間に意見を聞き合って選んだ班遊びの詳細を決め、ロング集会当日の活動計画を完成させる。 

 

（２）展開 

 学習活動 ・予想される児童の反応 ＊指導上の留意点 ◆評価 

導

入 

１ 本時のめあてを確認する。 ＊班ごとにロング集会当日の活動計画を完成させ

ること確認する。 

 

 

 

展

開 

２ 各班の活動内容を発表しあう 

 

３ 班員の立場と役割を明確にする。 

 ・１年生のお迎え 

 ・司会進行 

 ・各学年のフォロー 等 

 

４ 話し合いの内容をもとに、リハーサルを行

う。 

C：１年生にとって難しい言葉はないかな。 

C：机といすの移動は５年生にも手伝ってもら

おうか。 

C：１年生の近くには、６年生が必ず二人はい

るようにしよう。 

C：時間配分に無理はないかな。 

C：活動時間終了時刻になってしまったときの

ことも考えておいた方がよさそうだね。 

 

５ 活動計画表を完成させる 

 

 

【手立て② 可視化の工夫】 

＊これまで学んできた「話し合い」のコツを掲示

することで、話し合い活動を円滑に行えるよう

にする。 

 

【手立て② 学んだことの意識づけ】 

＊下学年の立場を想像して、活動内容を考えるよ

うに声をかける。 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め 

６ 活動計画表をクラスルーム上で共有する ＊活動日当日、誰が欠席したり抜けたりしても問

題がないように学習者用コンピューターで活動

計画表を共有させる。 

 

ロング集会当日の活動計画を完成させよう。 


